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【プロジェクト概要】

 Space Seeds for Asian Future (SSAF)プログラムは、アジア・太平洋地域の若手研究者や青
少年に、国際宇宙ステーション「きぼう」日本実験棟での宇宙実験や宇宙環境利用研究につ
いて学ぶ機会を提供するために行われています。また、各宇宙機関に、「きぼう」利用に関す
る理解と経験を蓄積していただき、アジア・太平洋地域による「きぼう」利用を促進することも
目的としています。

 Asian Herb in Space (AHiS：アヒース)は、SSAFプログラムにおける第3弾のプロジェクトとして、
マレーシア宇宙庁からの提案をベースに企画・立案されました。

 AHiSは、以下の２つのミッションから構成され、アジア・太平洋地域の学生や若手研究者に、
宇宙生物学を学ぶ機会を広く提供します。各国・地域での教育プロジェクトは、AHiS参加各機
関が独自に企画・実施します。

ミッション１：Space growth experiment mission
日本のスイートバジル種子と、マレーシアのホーリーバジル種子を打上げ、軌道上で約1

か月間栽培後、凍結回収し、日本とマレーシアの研究者が、植物への宇宙環境影響を解
析（成長解析、代謝産物解析等）します。
地上では、JAXAが各機関に提供したスイートバジル種子を参加学生が栽培し、軌道上の

栽培結果と比較・考察すると共に、上記研究者の分析結果を参照し、宇宙実験の意義や成
果を学びます。

ミッション２：Space travel seed mission
各国・地域から収集したハーブ種子を宇宙飛行させた後、各地に返還し、そこで参加各機

関により教育・研究活動に利用されます。

Asian Herb in Space (AHiS) 概要
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【プロジェクト概要（続き）】

 研究者は、長期宇宙滞在での生活の質向上のためのハーブ類の重要性を指摘し、また宇宙
飛行士が自身で育て、生鮮食品として摂取する意義も示唆しています。その背景を踏まえて、
マレーシア宇宙庁と研究チームが、科学教育テーマの材料としてハーブを選定しました。

 AHiSには、Kibo-ABC（「きぼう」を利用したアジア・太平洋協力イニシアチブ）メンバーのうち、
以下の12の国と地域が参加しています。

オーストラリア、バングラデシュ、インドネシア、日本、マレーシア、ネパール、ニュージーランド、
シンガポール、台湾、タイ、UAE、ベトナム （2021年3月現在）

【スケジュール】

Asian Herb in Space (AHiS) 概要

日程 内容

2015～2020年 実験計画立案、地上予備実験・実験条件検討、
実験機材の開発・製作、アジア・太平洋地域からの種子収集

2020年12月 サンプル・種子・機材を「きぼう」にSpX-21で打上げ（ミッション1,2）

2021年2/16～3/18（予定） 野口宇宙飛行士によりバジル栽培実験（ミッション1）

2021年（未定） ミッション2の追加種子をSpX-22で打上げ（ミッション2）

2021年（未定） 凍結バジルサンプルと種子をSpX-22で回収（ミッション1,2）

2021年2月～2022年 各宇宙機関による教育プロジェクトの実施
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x 4 x 4 x 4

Taking photo Refill watering

x 4

Plant 
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After launch, the seeds are stored in JEM.

宇宙飛行種子
室温回収

Mission-1 （SpX21打上げ済）

Mission-2 （SpX21打上げ済）

「きぼう」でのAHiS全体の流れ

Taking photo

Space 
Travel 
Seeds
（追加）

次のタスク
Mission-2追加（SpX22で追加打上げ予定）

コロナ禍で、SpX21
打上げに間に合わ
なかった種子を、追
加で打上げる予定。

全てをSpX22回収予定

Taking photo

Taking photo

記録写真は、星出飛行士
（未定）が撮影。

2/16
給水

2/26
補水

3/9
補水

3/18
終了

野口宇宙飛行士が「きぼう」
で実験作業。

スイートバジル：2
ホーリーバジル：2

アジア太平洋
地域の種子
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AHiS 打上品（SpX-21打上済み）

Plant Chamber with basil seeds Starter Syringe Refill Syringe

Ziploc bag Space Travel Seeds Return Box
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(2) Launch to ISS

Plant Chamber with Seeds
Watering Syringes

(1) Preparation of items

Sweet Basil (JAXA/Japan)
Holy Basil (MYSA/Malaysia)

(3) Growth in the ISS for 30 days
Plant chambers are attached just 
below the fluorescent light to get 
enough light illumination for growth.

(4) Return to ground

(5) Scientific analysis

Analysis of morphogenesis, 
odor, gene expression and 
cell wall.

Students can conduct a 
ground control experiment 
and learn space biology.

ミッション１： Space growth experiment plan

日本とマレーシアの研究者が、
植物への宇宙環境影響を分析。

スイートバジル：2容器（日本担当）
ホーリーバジル：2容器（マレーシア担当）

・学生は地上で比較対照実験を実施。
・研究者の分析結果も学ぶ。

野口飛行士が
1か月間の栽培。

凍結回収
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(1) Launch to ISS

(2) Storage in the 
ISS/Kibo cabin

(3) Return to ground

Space travel seeds are used 
for the education and 
science programs 
in each country and region.

Space travel 
seeds in 
Ziploc bag.

Photos of previous SSAF

ミッション２： Space travel seeds plan

各宇宙機関に返還し、教育・研究活動に種子を利用。アジア・太平洋地域から各種種子を収集。

「きぼう」に一定期間保管。
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ミッション２のアジア・太平洋地域の種子

国・地域ごとに
約50gずつ
打上げ

なお、上記以外に、コロナ禍により、アジアから日本に輸送できなかった種子については、
SpX-22にて追加打上げの予定。SpX-22で全て一緒に回収する計画。

有効成分を含む植物を「ハーブ」と呼ぶ広義を適用し、各機関から以下が提案された。

国・地域 一般名 学名 和名 特徴
日本 Sweet basil Ocimum basilicum スイートバジル

タイ Golden shower tree Cassia fistula
ゴールデンシャワーツリー
（ナンバンサイカチ）

国花

Celery Apium graveolens セロリ
Onion Allium cepa  var. aggregatum 玉ねぎ

ニュージー
ランド

Pohutukawa Metrosideros excelsa  Sol. ex Gaertn. ポフツカワ

オーストラ
リア

Golden wattle Acacia pycnantha ゴールデンワトル 国花

Red quinoa Chenopodium formosanum  koidz 赤キノア
Bell (Sweet) pepper Capsicum annuum  L. ピーマン
Sunflower Helianthus annuus ヒマワリ
Orchid Phalaenopsis equestris 胡蝶蘭
Ghaf Prosopis cineraria ガフ 国樹
Port royal senna Senna italica ポートロイヤルセナ
Ben tree Moringa peregrina ベンツリー
Sweet basil Ocimum basilicum スイートバジル

ネパール Holy basil Ocimum sanctum ホーリーバジル
バングラデ
シュ

Coriander Coriandrum sativum コリアンダー（パクチー）

インドネシ
ア

台湾

UAE
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AHiSホームページ
https://iss.jaxa.jp/en/kuoa/ssaf/2020.html

野口宇宙飛行士からも、TwitterやYouTubeで情報発信。

https://twitter.com/Astro_Soichi/status/1361934995435048962

https://twitter.com/i/events/1362359817545809920

https://www.youtube.com/watch?v=KqYVYEGoYJ8
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参考資料
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Kibo-ABC加盟メンバー

Australia

Indonesia
*LAPAN

Japan
*JAXA

Malaysia 
*MYSA

Vietnam
*VAST-STI

UAE
*UAESA
*MBRSC

*GISTDA
*NSTDA

Thailand

*SSTL
Singapore

New Zealand
*NZSA
*NZAN

Philippines
*DOST-SEI

*KARI
Rep.of Korea

Bangladesh
*NMST

Taiwan
*NSPO

14 countries and regions
(18 organizations)

*ASA
*ANU

Nepal
*NESARC

https://www.aprsaf.org/jp/initiatives/kibo_abc/

Kibo-ABC：「きぼう」を利用したアジア・太平洋協力イニシアチブ
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Kibo-ABCの多国参加型プログラム

Space Seeds for Asian Future program (SSAF) Asian Try Zero-G program 
■Small space experiment on Kibo

■ Scientific experiment ideas is proposed from Asian 
youth. ISS crew performs the selected ideas. 

Kibo Robot Programming Challenge program
■ Programming competition for students to have 

interest in future space technology development

Parabolic Flight Experiment program
■ Asian young researchers  perform  micro-G 

experiment  by using the parabolic flight.

This program was conducted in 2006 – 2013. 

and more

第3回目をAsian Herb 
in Space(AHiS)と呼称。
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①第1回SSAF（2010-2011年）
・種の打上、回収のみ。
・種は、アジア4か国（マレーシア、インドネシア、タイ、ベトナ
ム）が準備。

・種は宇宙機関代表者に返還され、大学（研究者）・小中高校
生への普及啓蒙に活用。
（例えばマレーシアは、ANGKASA、農業省、教育省による
実行委員会を組織し、宇宙プロジェクトとして運営。）

・各国それぞれの宇宙イベント等で成果報告・表彰等を実施。

②第2回SSAF（2013年）
・アズキ種子の打上、栽培・観察。
・参加国は地上対照実験を行い、ISSでの重力生物学および
宇宙実験プロセスの基礎を学んだ。

・7か国（上記にオーストラリア、ニュージーランド、日本が追
加）の、大学（研究者）・小中高校生が、地上対照実験に参
加（計4万人以上が参加）。

・軌道上では、NASAのKaren Nyberg飛行士が実験を実施。

過去のSpace Seeds for Asian Future(SSAF)プロジェクト
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